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福岡市博物館・佐賀県立博物館・佐賀県白石町教育委員会 

福岡市博物館特別展「浄土九州」展 で展示予定 

 
つきましては、各報道機関のみなさまに、 
仏像及び体内から発見された「浄土三部経」包紙の撮影及び説明会を、 
下記の日程で行いますので、 
ぜひ、取材していただきますよう、お願いいたします。 
 

日  時 平成３０年９月１１日（火）１４時 開始 
場  所 福岡市博物館２階 多目的研修室 （早良区百道浜３丁目１－１） 
        (博物館１階受付でおたずねください。） 
  
説明者 福岡市博物館   末吉武史（すえよしたけし）   
    佐賀県立博物館      竹下正博（たけしたまさひろ） 
    白石町教育委員会 渡部俊哉（わたなべとしや） 

     
■お問い合わせ先 
福岡市博物館 学芸課  米倉 ・ 末吉 
電話 092-845-5011 ＦＡＸ 845-5019 

よねくら すえよし 

９月１５日(土)から福岡市博物館で開催する「浄土九州-九州の浄土教美術」

展で展示予定の、弥福寺（佐賀県白石町）所蔵「木造阿弥陀如来立像」の体

内から、承久 四年（1222）に書写された未開封の「浄土三部経」が発見さ

れました。「浄土三部経」は包紙にくるまれ、表に年号や仏師の名が記され

ています。鎌倉時代の仏像から、時代がわかる年号が発見されることは極め

て珍しく、九州の彫刻史上、貴重な発見です。(詳細は別紙をご覧ください) 
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 承 久  四（1222）年１月９日に「金剛念盛」が出資し、仏師「琳賢」が作った。 

今秋、福岡市博物館で開催される「浄土九州」展で展示予定の、弥福寺（佐賀県白石町）

所蔵「木造阿弥陀如来立像」の体内から承久四（1222）年に書写された「浄土三部経」

が発見された。「浄土三部経」は包紙にくるまれ、表に年号や仏師の名が記されていた。 

本資料の意義 
 
① 鎌倉時代以前の仏像から、時代がわかる銘文が発見されることは極めて珍しい。 
 

② 仏像の表現法などから、中央の仏師と思われるが、「琳賢」という名は、これまで 

    の記録には登場しない、初めて知られた仏師である。 
 

③ この仏像と同じ年（1222年）に観世音寺（太宰府市）の不空羂索観音立像（重要 

    文化財）を仏師琳厳が制作している。今回の浄土三部経が入っている包紙は未開封 

    で、今後の調査が進めば、九州の彫刻史が大きく発展することが期待できる。 

包紙の表に書かれている文章 

「浄土三部経 承久二二年壬午正月九日 ／ 大檀那金剛念盛 ／ 佛師琳賢」 

りんけん 

仏像の中に入っていた「浄土三部経」の包紙
（この中にお経が入っている（未開封）） 
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※ 承久二二年は四年のこと   
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現代訳（大意） 
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包紙の大きさ 
縦３４．５㎝×幅４．６㎝×厚さ３．０㎝ 

木造阿弥陀如来立像（高77.8㎝） 

※浄土三部経 
  浄土宗・浄土真宗が根本経典とする『仏説無量寿経』、 
 『仏説観無量寿経』、『仏説阿弥陀経』の三経典のこと 
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